












産学官の連携及び社会実装を加速していくための課題

【産学共創基盤の強化】（コラボレーション）

【テストベッド基盤の強化】（オープン、シナジー、Society5.0 ）

【多様な産学連携スキームの強化】（アジャイル）

【ビジネスプロデュース体制の強化】（ビジョナリー）

・研究開発や実装について、協業する企業等や市場の探索、適切な体制構築を支援で
きる人材・手段が必要。

・研究開発から生まれたデータやAPIなどの資源の一層の有効活用、社会展開。各組織
がもつ技術的課題や社会ニーズに関する情報の一層の共有。
・Society5.0時代のサイバーフィジカル空間のエミュレーションのニーズへの対応。

・研究開発や実装のアイディアを、様々なレイヤ／異なる分野・業種の関係者が集
まって集中的かつスピーディーに形にする場や機会が必要。

・社会実装までの道筋を見据え、必要なもの・不足しているものを考え、ビジネスの
仕組みを作る力をもつ目利き等の協力が必要。
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以下、参考
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